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①最近の活動

※イメージ図

6月～7月の2ヶ月にわたり、エフエム青森の人気番組「ラジmoTT！」へ出演し、津軽
地域のお祭りやイベント、当法人が造成した「ツガルツナガル湯らり津軽周遊パス」を
紹介させていただきました。

パスを利用いただいた方の中から抽選で、同番組金曜パーソナリティを務めるd-iZeさ
んとエフエム青森の里村アナウンサーが、津軽烏城焼で製作したお茶碗が当たるキャン
ペーンを実施中です。津軽地域の温泉も観光も楽しめるお得なパスですので、ぜひご利
用いただきキャンペーンにご応募くださいね。

d-iZeさんのYouTubeチャンネルには、パスを使って津軽地域を楽しむ動画がアップさ
れています。どうぞご覧ください。

■ラジmott！お聞きいただきありがとうございました！

d-iZeさん、里村アナウンサーが製作した津軽烏城焼のお茶碗が当たるキャンペーンはこちら！

①津軽烏城焼(黒石市)

③Garden大きなくりの木の下で(平川市) ④不老ふ死温泉～深浦観光ホテル(深浦町)

⑤ふかうら文学館～風合瀬海岸かおりの店(深浦町) ⑥きくや商店～ドライブイン汐風(鰺ヶ沢町)

②津軽こけし館(黒石市)～BRASSERIE すず音(田舎館村)
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■今年も関西のお客様に青森・津軽をPRしました！

大阪府枚方市のショッピングモール「KUZUHA MALL（くずはモール）」にて、今年で5
回目となる「青森・津軽ツナガルマルシェ」を開催しました。8月8日～9日の2日間の開
催でしたが、多くのお客様で賑わいました。
「謹製 津軽たんげ」ほか、津軽地域の特産品の販売と観光PRを行い、黒石市からは今市
⾧が駆け付け、津軽地域の魅力を関西のお客様へ発信いただきました。

■白神山地フェスティバルで津軽をPRしました！

8日のステージイベントでは昨年度も登場いただいた「にゃんごすたー」、9日は関西で
は初演奏となる「佐藤 晶」氏による津軽三味線演奏で会場を大いに盛り上げていただき
ました。

9月12日(土)～13日(日)、深浦町のアオーネ白神十二湖を会場に開催された「白神山地
フェスティバル」に出展しました。当フェスティバルは、人力のみで海（カヤック）から
里（自転車）、そして山頂（登山）へと進む中で、自然の循環に思いを巡らせ、かけがえ
のない自然について考えようという環境スポーツイベント「白神山地 SEA TO SUMMIT 
2026」の併設イベントとして開催されました。

約50店舗のキッチンカーや白神山地エリアの特産品販売、地元郷土芸能を含む豪華ステー
ジイベント、トランポリンやパワーパドラーと言ったアクティビティ体験など盛りだくさ
んの内容で来場したお客様を楽しませていました。

当法人は「謹製 津軽たんげ」の販売や津軽圏域の観光情報発信により、イベントの盛り
上げに協力しました。
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■田んぼアート見ごろ宣言！

➁地域の話題

7月8日(水)、田舎館村の第1田んぼアート会場にて
見ごろ宣言式が行われました。

本会場の今年のテーマは、右手側が弘前市の護國
山観音院久渡寺所蔵の丸山応挙ゆかりの幽霊画
「返魂香之図」と、左手側が弘前市の漫画家・石
塚千尋氏が丸山応挙の幽霊画から着想を得て制作
した「令和返魂香之図」です。

また、7月17日(土)には第2田んぼアート会場でも
見ごろ宣言式が行われ、今年の題材となっている
りんご娘のメンバーの皆さんが登場し、見頃を宣
言しました。

10月4日(日)は、第1会場で稲刈り体験ツアーが、
事前予約先着1,000名で体験できます。田んぼアー
トの稲を、収穫してみませんか。

稲刈り体験の詳細・お申込みはこちら！

■灯リ蔵がオープンしました！

7月27日(月)に、インバウンド客をメインターゲットとした黒石市の一棟貸の宿「灯リ
蔵」でオープニングセレモニーが行われました。

「灯リ蔵」の「リ」は、蔵の再生＝「リボーン」の意味を込めてつけられたとのこと。
「手作り雑貨体験工房ＩＲＯＤＯＲＩ」に併設されており、「ＩＲＯＤＯＲＩ」の商品
や、黒石ねぷた祭りで使用されたねぷた絵を使用した灯ろうが各所に配置されています。
中でも、吹き抜けに設置された高さ約2.5ｍの灯ろうは、圧倒的な存在感を放ち、訪れた
人たちを歓迎してくれています。

観光客方々の「旅の目的」となるような、魅力的な宿泊施設の情報がありましたら、ぜ
ひ当法人までお寄せください。

灯リ蔵の詳細・予約はこちら！

▷住所：青森県黒石市横町24-3
▷料金：1泊66,000円（1～3名）、79,200円（4名）、88,000円（5名）
▷予約：大手予約サイトのみ。直接予約は受け付けておりません。
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■大鰐町ふるさと逸品協定が締結されました！

7月29日(水)、大鰐町役場にて「大鰐町・泉佐野市ふるさと逸品協定締結式」が開催され
ました。

本協定は大阪府泉佐野市が推進しているもので、協定を結んだ自治体同士が互いの地域
で特産品などのＰＲを行うことを目的として、これまでに全国21自治体と締結しており、
青森県内では大鰐町が初の事例で、22番目の締結自治体となります。

大鰐町の特産品として「大鰐温泉もやし」、「大鰐高原りんご」、「津軽味噌醤油」の
各種商品に加え、「わにもっこ」の木工品や「大鰐木炭」の各種商品などが、泉佐野市
からは「泉州タオル」と「水なす」などが選ばれました。

今後は、いずれも泉佐野市で開催される「ふるさと逸品フェア」および「農業祭」にお
いて、大鰐町の商品のＰＲ販売が行われる予定とのことです。

ふるさと逸品協定についてはこちら！

■ハワイのお客様にご満足いただきました

7月30日(木)にHISのツアーで弘前市と黒石市にハワ
イからのお客様がいらっしゃいました。

本ツアーは、2025年1月に開催された「東北のプレ
ミアムコンテンツ商談会」（主催：東北観光推進機
構）で当法人の提案から生まれ、昨年に続いて2回
目の催行となるものです。

ツアーの内容として、黒石市では昨年同様ツガルツ
ナガル体験のコンテンツである「ねぷた灯ろう作り
体験」、「蔵で蔵出し酒の会（日本酒を嗜むイベ
ント）」が行われたほか、お客様がそれぞれこみせ
通りを散策しました。

さらに今年は弘前市も行程に加わり、津軽藩ねぷた
村の施設見学と三味線体験が行われ、お客様に楽し
んでいただくことができました。
来年度開催の話もすでに案として出ており、毎年恒
例にできるよう、黒石市や事業者様と共に磨き上げ
ていきたいと思います。
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弘前城本丸石垣修理事業の進捗についてはこちら！

■弘前城天守曳戻し！
8月21日(金)～28日(金)にかけて、「ひっぱれ！けっ
ぱれ！弘前城」と題した弘前城天守曳戻しイベントが
弘前城本丸で行われました。

弘前城天守は、本丸の石垣解体修理のため、平成27
年度に天守を約70ｍ本丸の内側へと曳家工事され、
石垣修理が進んだことから約11年ぶりとなる元の天
守台への曳き戻し（移動）が行われました。 11月中
旬頃まで、天守を元の位置へ戻す計画となっています。
元の位置へ戻っても、耐震対策や保存改修工事改修工
事のため、令和14年度まで工事は続きます。

また、令和10年秋頃までは天守の外観を見ることが
可能ですが、その後は保存修理工事のため、工事終了
までの数年間は外観も見ることが出来なくなります。

弘前城の魅力は桜の時期だけではありません。お近く
をお通りの際は、日々表情を変える弘前城の姿を見て
みてくださいね。

■十二湖「王池」にカヤック体験施設ができました！
深浦町の十二湖「王池」にカヤック体験場が整備されたことから、8月30日(日)「カヤッ
ク体験会」に参加しました。

平沢町⾧より「県外のお客様はもちろん、まずは町民にカヤック体験場ができたこと、
カヤックの楽しさを知ってほしい」といった挨拶があり、その後準備体操、パドルの操
作方法（進む、曲がる、止まる）を、ネイチャーガイドの方にレクチャーいただき、王
池を約１時間かけてゆっくり周遊しました。あいにくの小雨ではありましたが、普段の
視点とは異なりカヤックから眺める雄大な自然と湖を漕ぐ水音に癒される時間でした。

次回のカヤック体験は9月20日を予定しており、ただいま体験者を募集中です。初心者
の方でも楽しめるカヤックに乗って、十二湖の美しい自然を満喫してみませんか。

カヤック体験の詳細・申込みはこちら！

▷日時：令和8年9月20日（日） ①9:00～10:30、②11:00~12:30、③14:00~15:30
▷場所：十二湖王池（集合場所 王池駐車場）
▷内容：レクチャー30分、体験60分
▷参加費：大人（中学生以上）3,000円/人、小学生1,000円/人

（インストラクター料、保険料、税込み）当日徴収します。
▷注意点：濡れてもよい服装、小雨決行、悪天候時のみ中止する場合あり。
▷申込方法：氏名・性別・年代・連絡先（携帯）を電話、FAX、メールいずれかにて申込み
▷体験人数：1回あたり3艇6名（締切：実施日の前日まで）
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④その他活動報告

黒石市インバウンドセミナー

9月2日(水)、黒石市産業会館にて黒石市を拠点に活動する任意団体Knock Knock World
が主催するインバウンドセミナーに当法人スタッフ2名が参加しました。
『「外国人観光客の今を知る」～インバウンド旅行客の最新動向を知り、明日からのビ
ジネスに活力を生み出す～』をテーマに、訪日外国人観光客の現状や県内各地の受入状
況、観光ビジネスの成功事例などについて、県国際誘客交流課の岩谷 大氏が講師となっ
て講演いただきました。20名ほどの参加者は熱心にメモを取りながら耳を傾けていまし
た。今後もセミナーへの参加を通じて、当法人スタッフの知識・スキルの向上を図り業
務に活かしてまいります。

第1回DMOマーケティング戦略連携会議出席

JATAインバウンド 東北商談会

7月13日(月)～14日(火)、むつ市で開催された「令和８年度DMOマーケティング戦略連
携会議」に当法人スタッフが出席しました。１日目は主催である（公社）青森県観光国
際交流機構から東北観光DMPによるデータ分析等が示されるとともに、県内各DMOの
取組の情報共有、むつ市中心部のまち歩き視察などが行われました。２日目は、横浜町
にある八幡神社で体験コンテンツ「源氏の物語を巡る神社の時間 ―あなただけの切絵
絵馬づくり体験―」に参加し、新しく創出されたコンテンツを体験しました。今後も県
内DMOと交流・連携し、観光誘客促進に向けた取組の充実に取り組んでいきます。

7月17日(金)、仙台国際センター開催されたJATAインバウンド東北商談会に当法人より
２名が参加しました。
東北地方のインバウンド向け広域周遊型・着地型旅行商品の造成・販売・プロモーショ
ンの強化および、周遊商品への組込み・送客販路構築を目的とし、複数の旅行会社と商
談を行いました。欧米豪をターゲットとしたバイヤーが多く、寺泊商品を勧めたところ
強い手ごたえがありました。そのほか、IRODORIのねぷた灯ろうづくりや、ブナコの製
作体験、白神アドベンチャーツアーなどにも興味を示し、今後の商品造成・販売・集客
のヒントを得ることができました。
今後も継続的に商談会に出席し、津軽地域への誘客や津軽地域の認知拡大のため、活動
してまいります。

■五能線産直市 ｉｎ アプリーズが開催されます！！

③今後の動き

▷開催期間：令和8年9月19日～11月3日までの土日祝日を予定
▷出展者：2～3日毎に出展事業者が変わり、開催期間中、

10を超える事業者に出展いただく予定です。

ＪＲ五能線が全線開通して90周年を迎えたことから、当法人とＪＲ
弘前駅及び弘前駅ビル「アプリーズ」が連携し、アプリーズ1階の
弘前駅側からの入口前をメイン会場に五能線産直市を開催します。

観光で津軽エリアへお越しのお客様はもちろん、地元の皆様もお住
いの地域以外の津軽の食・工芸品・お土産をご覧いただくことがで
きますので、皆様お誘いあわせの上、会場にお越しください。

五能線全線開通90周年の特設ページはこちら！
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⑤マーケティング情報

■令和7年度観光客満足度調査・住民観光意識調査結果について
津軽地域内の観光スポットや宿泊施設等で実施している、観光客に対する満足度調査及び

地域住民に対する観光意識調査の、令和7年度実施結果の分析を行いました。

分析結果から、特にポイントとなる項目を以下でご紹介します。

※分析結果全体は右記のリンク先へ⇒https://www.trip-tsugaru.com/8199/

【観光客満足度調査】観光消費額単価
 域内交通費は増加した一方で、宿泊費及び土産代、体験・入場料、その他の支出が減少

し、単価計も全費目で減少しました。

 土産代単価は、日帰り客は昨年度より若干増加した一方で、宿泊客の土産代は昨年度よ

り減少しました。

※R6青森県観光消費額単価
出典：令和6年青森県観光入込客統計
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【観光客満足度調査】津軽観光に対する評価及び要望

 ポジティブ評価: 津軽弁の響きや、飾らない人々の優しさ、圧倒的な自然の美しさ、そ

して食（特にりんご、海鮮、ラーメン）の満足度は極めて高いです。

 ネガティブ要望: 「車がないと観光できない」というアクセスの問題が全年代の共通認

識。また、「営業時間が短い（18時閉店など）」ことや、「情報の探しにくさ」も改善

点として多く挙げられています。

【観光客満足度調査】津軽観光への不満点

 最も多くの不満が集中している項目が交通アクセスです。車を利用しない旅行者にとっ

て、公共交通機関のみでの移動難易度がかなり高いことが挙げられます。
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【観光客満足度調査】津軽地域の推奨意向

※顧客推奨度（NPS）：商品やサービス、企業に愛着や信頼を抱く「顧客ロイヤルティ」

の高さを測る指標。「推奨者（9～10点）」「中立者（7～8点）」「批判者（0～6点）」の

3つに分類される。

 高評価の属性: 女性の50代（83名が10点）、女性の40代（65名が10点）、男性の50代

（58名が10点）が、津軽地域の強力な推奨者となっています。

 9点・10点の割合: 全体の約半数がこの高スコア帯に属しており、特に20代女性の約63%、

50代男性の約62%が9点以上を付けています。

 中スコア（7～8点）帯は40代男性（約51%）や70代男性（50%）に比較的多く見られ、

一定の満足感はあるものの、さらなる改善（交通や施設等）を期待している層と推察さ

れます。
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【観光客満足度調査】津軽地域で購入してよかった商品・サービス
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【住民観光意識調査】調査総括

＜課題＞

【騒音】

観光客の来訪に起因する騒音をあまり感じないという人は全体の約62％を占めており、大き

な問題とはなっていません。一方、祭り・イベント開催時に騒音を感じると回答した人が約

33％存在するため、3人に1人は特定の時期に騒音に関する負荷を感じていると推察できます。

【ごみのポイ捨て】

全体の約43％が祭り・イベント開催時にごみのポイ捨ての多さを感じると回答しています。

加えて約23％が普段からごみのポイ捨ての多さを感じており、観光客のマナー低下を意識する

住民が多くなっています。観光客によるごみのポイ捨てを減らすために何が有効な対策となる

のかを検討する必要があります。

【地域別の魅力度】

津軽地域全体としては自分自身が居住する地域を魅力のある地域であると感じている人が男

女ともに80％を超えています。地域別にみた場合、五所川原市70.1％、つがる市73.3％とやや

低い傾向を示しています。

【観光客受け入れの意識】

日本人観光客が増加することを肯定する人は全体の97.8％を占めるものの、外国人観光客の増

加を肯定する人は75.1%にとどまっています。

直近の津軽地域における観光客来訪の傾向としては日本人観光客が減少し、外国人観光客が

増加している状況にあるため、この現状と受入意識の差をどのように解消していくのかが課題

です。

＜傾向＞

【地価・物価の高騰】

道路や店舗の混雑状況とは異なり、地価・物価の高騰を普段から感じると回答した人は全体

の51.5％であり、かつ祭り・イベント開催時は感じるという人が約20％でした。これは物価の

上昇が特定に時期だけではなく、日常的なコスト増大として住民に広く意識されていることが

表れています。

【観光客の来訪に起因する好影響要素】

全世代において「地域の観光産業への経済的な恩恵」を感じている人が最も多く、観光が地

域の主要な収入源であるという認識が浸透しています。次いで「地域住民の歴史・文化の認知

度向上」や「地域住民としての誇りの醸成」等であり、観光が地域文化の再評価につながって

います。観光客・観光関連事業者・住民の3者にとって魅力のある、「三方良し」の地域経営が

求められています。

【地域の魅力要素】

1位：ねぷた／ねぶた祭り、2位：桜まつり・紅葉祭り等、3位：豊かな自然、次いで温泉、寺

社仏閣、地域の農産物・食・酒となっています。
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⑥今月のピックアップ！

■当法人今後の活動予定

■クランピオニー津軽のおすすめ！

▽太宰治コンセプトルーム
「太宰治コンセプトルーム」は大鰐町のヤマニ仙遊館
に昨年12月に造成されました。
ねぷた絵師である村元芳遠氏により、小説「津軽」に
記された太宰が旅した津軽の風景「弘前城」が描かれ
た襖や、朝日が差し込むと岩木山のシルエットがほの
かに浮かび上がる障子など、装飾や調度品から太宰の
作品世界を感じられる工夫を施しています。太宰治が
宿泊したとされる部屋で「泊まって感じる」太宰
の作品世界に浸ってみませんか。

詳細・ご予約は【こちら】！

今年度よりメールマガジンは四半期に１度の発行となります。次回は12月中旬の発行を予定
しております。お知らせや周知したいイベント等がありましたらお気軽にご連絡ください。

⑦皆さまへのお知らせ

当法人では、津軽ならではのコンテンツを活用した客室
「ツガルツナガルコンセプトルーム」を５部屋して造成
おります。今回はその中から「太宰治コンセプトルー
ム」をご紹介します。

・ 9月19日～20日 moreTOHOKUマルシェ出展【仙台市】
・ 9月24日～25日 VISIT JAPAN トラベル & MICE マート 2026参加【東京都】
・10月 6日 市町村⾧会議【弘前プラザホテル】
・10月20日 令和８年度連絡会【弘前市民会館】

（①市町村担当者向け 10:00～11:30、②事業者向け 14:00～15:30）
・12月 5日～ 6日 日本東北遊楽日ブース出展【台湾】

■津軽地域のイベント情報
・ 9月19日～27日 津軽金山焼 秋の陶器祭り2026【五所川原市】
・ 9月19日 ふじさきコスモスフェスタ2026【藤崎町】
・ 9月20日 黒石こみせまつり、屋台夜市【黒石市】
・ 9月20日 第2回十二湖王池 カヤック体験会 ※要予約【深浦町】
・ 9月20日 りんごの里板柳まるかじりウオーク2026【板柳町】
・10月 4日 弘南鉄道 鉄道まつり2026【平川市】
・10月 4日 稲刈り体験ツアー ※要予約【田舎館村】
・10月 4日 大沢内ため池ウオーキング【中泊町】
・10月25日 あじがさわde秋マルシェ2026【鰺ヶ沢町】
津軽には楽しいイベントが盛りだくさん！おでかけには、当法人のイベントカレンダーを参
考にしてくださいね♪

イベントカレンダーは【こちら】！


